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組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（酵母由来）の安定供給に係る対応について 

 

 

本年１０月１日より、定期接種の対象疾病に位置付けられるＢ型肝炎については、厚

生労働省によると、定期接種化によるワクチンの使用量増加分も含め、必要なワクチン

の供給が確保できる見込みであるとしております。 

化血研が製造販売する組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（酵母由来）は、0.25mL 製剤及

び0.5mL 製剤が流通していますが、国内において0.25mL 製剤を製造販売するのは化血研

のみであることも踏まえ、0.25mL 製剤の取り扱いについて、今般、厚生労働省より各

都道府県衛生主管部（局）宛別添の事務連絡がなされ、本会に対しても周知方依頼がま

いりました。 

同事務連絡は、各自治体及び医療機関等に対して、下記について周知協力を求めるも

のであります。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただき、郡市区医師会、

関係医療機関等への周知協力方について、ご高配のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

 

記 

 

１．0.25mL製剤を有効活用するため、0.25mL製剤を注文又は購入する医療機関等にあって

は、0.25mL製剤の必要性を確認するとともに、必要性が明らかになった段階で、必要

な数量に限り注文すること。 

 

２． 卸売販売業者は、上記１により0.25mL製剤が必要となった医療機関等に対して円滑に

納入が可能となるよう、営業所間の在庫融通を積極的に行うとともに、ワクチンの偏

在が起こらないよう配慮すること。 

 

３．Ｂ肝ワクチンについては、基本的には、３回の接種を同一の製剤で行うことが望まし

いと考えられるが、切り替えて使用する場合であっても定期接種としての実施が可能

であること。なお、化血研製剤とＭＳＤ製剤の互換性については、厚生科学審議会予

防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会において確認されている。 

  



事  務  連  絡 

平成２８年９月２８日 

 

公益社団法人日本医師会 御中 

 

 

                           

厚生労働省健康局健康課     

 

 

 

 

組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチン（酵母由来）の安定供給に係る 

対応について（協力依頼） 

 

 

 標記について、今般、別添（写）のとおり、都道府県衛生主管部（局）あて

事務連絡を発出したところである。 

 貴会におかれては、別添（写）について貴管下の会員各位に対し周知すると

ともに、関係者との連携に努めていただくようお願いする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








